
◎基本情報

● 対象 ○ 対象外

○ 経常経費 ● 臨時的経費 ○ 内部管理　　 ○ 法定経費 ○ 指定管理費

○ 直営　 ○ 一部委託 ● 全部委託　 ○ 補助・助成　 ○ その他

□ 企画 □ 実施 □ 評価 ■ 対象外

指標2の評価、未達理由、今後の
考え方

今年度の見直し
内容

なし

来年度以降の方
向性

事業廃止（検討内容の庁内調整後別途要求の予定）

↓

アウトカム
成果指標2

という状態にしたい、成果を挙げたい

令和4年度実績 令和5年度予定 令和5年度実績 令和6年度予定 令和7年度予定 令和8年度予定

令和8年度予定

指標1の評価、未達理由、今後の
考え方

令和５年度は調査業務のため、指標の設定なし。

アウトプット
活動指標2

という活動、業務を行うことで

令和4年度実績 令和5年度予定 令和5年度実績 令和6年度予定 令和7年度予定

↓

アウトカム
成果指標1

という状態にしたい、成果を挙げたい

令和4年度実績 令和5年度予定 令和5年度実績 令和6年度予定 令和7年度予定 令和8年度予定

令和8年度予定

人工

指標

アウトプット
活動指標1

という活動、業務を行うことで

令和4年度実績 令和5年度予定 令和5年度実績 令和6年度予定 令和7年度予定

0.25 人工

令和6年度予算額 0 千円 うち特定財源 0 千円 正規職員業務量 0.25

正規職員業務量 0.25 人工

令和5年度決算額 7,370 千円 うち特定財源 0 千円 正規職員業務量

千円 正規職員業務量 0 人工

令和5年度予算額 9,000 千円 うち特定財源 0 千円

どのような状態にしたい
（状態を維持したい）

　今後の札幌市産業振興センターの見直しにあたり、スムーズな検討を行うことができるよう、検討材料として必要な情報を整
理する。

他都市の状況

埼玉県～北部地域産業振興機能等調査検討業務
沖縄県～健康・医療分野を軸とした産業拠点の形成に向けた調査等委託業務

市民参加の実施

令和4年度決算額 0 千円 うち特定財源 0

施策名 様々な企業の立地や創業が進むことにより、産学官連携や、国内は

アクションプラン

事業の性質

事
業
内
容

事業の背景（現在の状況、社
会的課題）

平成１４年に供用開始したセンターは、これまでＳＰＲ、ＩＣＣ、セミナールーム等の各機能の運用を通じ、市内産業の活性化等
に寄与してきたが、供用開始から約２０年が経過する中で、市内企業を取り巻く社会経済環境が大きく様変わりしていることか
ら、センターの各機能について見直しを行うこととし、そのための改正条例案を令和４年第２回定例市議会に提出し、可決され
たところ（令和５年４月１日より施行）。
ただし、当該改正条例による機能見直しは、指定管理業務（ソフト面）に関わるもの
であり、これとは別に依然として主にハード面の諸課題を残している。このため、これら残る課題解決の資料とすべく、当該調
査業務を行ったもの。

事業内容
（何を実施し）

１　現在のセンターの現状分析・課題の整理
　施設管理者へのヒアリングや入居者アンケート踏まえ、センターの現状分析を実施。
２　市内・他都市の産業振興施設に係る施設・事業調査
　〇市内の他の産業振興施設をマッピングし、立地、料金、その他特徴などを整理・比較し、考察を実施。
　〇他都市における産業振興施設に対しアンケート調査などを行い、各種情報を整理・比較し、特色や参　　考にするべき長所
等を分析。
３　市内民間ビル入居フロア空き状況調査
　市内民間ビル入居フロアを調査し、空き室状況や面積、坪単価、築年数などを調査。
４　民間企業へのニーズ調査
　　市内企業におよそ１，３００社を抽出し、ＷＥＢアンケートを実施。センターの認知度や希望する条　　件、改善や充実が求め
られる機能並びに企業支援にあたって重視する点などについて調査。
５　概算工事費の算出及び概略工程表の作成
　　外部内部全体を目視により、仕上げ材の劣化状況や建築付帯設備について調査し、それをもとに概算工　事費の算出及
び概略工程表の策定を実施。
６　札幌市における産業振興拠点の在り方に関する検討
　上記調査結果を踏まえた産業振興拠点の在り方を総合的に考察。
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